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【目的】生理活性ガス分子として知られる一酸化窒素（NO）は、血管拡張作用の

みならず、様々な疾患治療への応用が期待されていることから、NOガス自身を疾

患部位へと選択的かつ効率的に安定供給させるデリバリーシステムの開発は、極

めて重要であると考えられている。本研究では、安全かつ効率的な疾患部位選択

的な NOデリバリーシステムを開発するため、これまでに開発してきた超音波診断

造影と薬物・遺伝子デリバリーシステムを可能とする超音波造影ガス内封リポソ

ームに、NOガスを内封した超音波応答性バブルリポソームを作製し、物性評価を

行った。 

【方法】4種の脂質を用いて PEGリポソームを REV法にて調製し、高圧条件下に

て NOガスを内封することでバブル化した。また、NOガスの内封を NO検出用蛍

光試薬である Diaminofluorescein-2（DAF-2）により確認した。また、調製したバブ

ルを高速撹拌することで、粒子サイズの調整を行った。さらに調製したバブルの

安定性を超音波造影能を指標に評価した。 

【結果・考察】NO検出用蛍光試薬である DAF-2により、NOガスの内封できてい

ることも確認された。in vitro及び in vivoにおける超音波造影実験により、DSPC

を構成脂質とした NOガス内封バブルリポソームが最も安定であり、また、NOガ

ス内封バブルリポソームを高速撹拌することで、約 40～400nm の粒子サイズに調

整できることも示された。以上のことから、in vivoでの安定性に優れた NOガス内

封バブルリポソームの調製が可能であることが示された。今後は、体外からの治

療用超音波との併用による疾患部位選択的な NO デリバリーシステムの構築を進

めていく予定である。 


